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「
時
代
の
波
に
乗
っ
て
」

代
表
社
友

藤
嵜

信
也

世
界
が
大
き
く
激
動
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
今
日
、
世
界
中
の
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
や
話

題
が
瞬
時
に
見
聞
き
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
状
況

は
逐
次
発
信
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
や

世
界
選
手
権
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
情
報
も
、
あ

た
か
も
そ
の
場
に
い
る
か
の
よ
う
に
、
映
像

と
し
て
流
れ
て
き
ま
す
。

私
が
子
供
の
頃
は
、
そ
う
し
た
情
報
は
、

何
日
後
か
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
「
世
界
で
は

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
」
と
知
る
程
度

で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
発
信
者
の
情
報

を
た
だ
受
け
取
る
だ
け
の
状
態
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
も
発
信
者
は
、
自
ら

の
情
報
に
対
し
て
責
任
を
持
ち
、
裏
付
け
を

と
っ
て
発
信
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
今
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
り
、
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

そ
の
伝
達
速
度
も
速
く
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
やWi

‐Fi

の
お
か
げ
で
、
い
つ
で
も
ど
こ

ワ

イ

フ

ァ

イ

で
も
瞬
時
に
、
自
ら
が
望
む
情
報
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
普
及
に
よ
り
、

個
人
が
各
々
の
意
見
や
情
報
を
発
信
で
き
、

何
の
検
証
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
言
わ
ば
そ

れ
ぞ
れ
が
、
意
見
や
情
報
を
言
い
た
い
放
題

に
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
う
し
た
情
報
に
つ
い
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
「
何
が
正
し
い
の
か
」
を

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

何
が
正
し
い
の
か
を
判
断
す
る
基
準
と
は
、

「
誰
が
そ
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
か
、
そ

の
会
社
・
個
人
は
信
頼
で
き
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

道
の
先
人
も
、
多
く
の
人
々
に
教
祖
の
御

教
え
を
伝
え
広
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
先
人
が
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
、
誠
真
実

を
尽
く
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
信
頼
を
得
て
、

人
々
が
こ
の
御
教
え
を
聞
き
分
け
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

文
明
は
こ
れ
ま
で
も
発
展
し
、
新
し
い
技

術
を
使
い
こ
な
し
、
改
良
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
上
に
現
代
の
人
間
社
会
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
も
、
真
実
の
御
教
え
を
広
め
る

上
で
、
情
報
化
社
会
の
ツ
ー
ル
を
上
手
に
使

い
分
け
て
、
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け
の
そ

れ
ぞ
れ
の
上
に
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

教
会
本
部
で
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
に
加
え
て
、
教
祖
百
四
十
年
祭
の
特
設

Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
、
本
部
か
ら
の
情
報
発
信
は

も
と
よ
り
、
年
祭
に
向
か
う
教
友
の
様
々
な

活
動
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に
お
い
て
も
、
既
に
Ｈ

Ｐ
や
ブ
ロ
グ
を
使
い
、
多
く
の
教
友
が
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
友
社
で
は
「
天
理
時
報
」
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
映
像
を
交
え
て
よ
り
詳
し

く
発
信
し
た
り
、
時
報
自
体
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
実
施
し
た
り
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
で
い
つ
で
も
閲
覧
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
天
理
時
報
の
み
な
ら
ず
、
道

友
社
出
版
物
を
閲
覧
で
き
る
コ
ー
ス
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
「
ラ
ジ
オ
天
理
教
の

時
間
」
と
し
て
放
送
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
（
ア
プ
リ
）
や
天
理
教
Ｈ

Ｐ
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
、

布
教
と
丹
精
に
活
用
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
第
２
回

教
区
担
当
者
説
明
会
よ
り

・
「
案
内
チ
ラ
シ
」
「
参
加
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て

直
属
を
通
し
て
配
布
い
た
し
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
デ
ー
タ
は
、
「
教
祖
百
四
十
年

祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
内
の
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
「
担
当
者
ペ
ー
ジ
」
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
「
参
加
カ
ー
ド
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
開
催
当
日
の
「
参
加
カ
ー
ド
」
の
取
り
扱
い
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
部
事
務
局
よ
り
配
布
の
「
参
加
カ
ー
ド
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」

（
別
紙
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

・
「
ポ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て

啓
蒙
用
の
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
本
日
（
７
月
２
日
）
教
会
数
配
布
い
た
し
ま
す
。

・
予
備
の
「
参
加
カ
ー
ド
」
と
「
諭
達
」
に
つ
い
て

会
場
に
置
く
予
備
の
参
加
カ
ー
ド
と
諭
達
は
、
教
区
で
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、

申
込
用
紙
（
別
紙
）
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
９
月
２
日
締
切
り
）

・
「
教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
つ
い
て

当
日
視
聴
す
る
「
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
９
月
25
日
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
テ

ス
ト
視
聴
用
の
ビ
デ
オ
が
、
右
記
「
担
当
者
ペ
ー
ジ
」
で
配
信
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
機
器
の
動
作
テ
ス
ト
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
「
教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
（
別
紙
）

・
「
開
閉
会
挨
拶
」
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
参
考
例
文
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

開
閉
会
挨
拶

参
考
資
料
」
（
別
紙
）

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と

投
稿
用
テ
ン
プ
レ
ー
ト
」
に
つ
い
て

計
画
書
を
提
出
し
た
支
部
は
、
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
、
会
場
の
詳

細
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
本
部
事
務
局
に
て
会
場
一
覧
が
公
開
さ
れ

る
の
は
８
月
１
日
で
す
。

※
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

投
稿
用
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
」
（
別
紙
）

※
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と

投
稿
の
た
め
の
解
説
動
画
」
（
別
紙
）

・
「
計
画
書
」
に
つ
い
て

各
支
部
よ
り
提
出
さ
れ
た
実
施
計
画
は
、
一
覧
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
（
別
紙

参
照
）
本
部
事
務
局
に
は
、
７
月
13
日
に
正
式
に
提
出
い
た
し
ま
す
。
今
一
度
内

容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
変
更
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

参
加
予
想
数
の
目
安
と
し
て
」
（
別
紙
）

※
「
立
教
一
七
七
年

教
祖
百
三
十
年
祭
よ
う
ぼ
く
の
集
い
参
加
数
」
（
別
紙
）

※
文
中
の
別
紙
は
、
支
部
長
宛
封
筒
に
入
っ
て
い
ま
す
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
令
和
六
年
度

扶
育
願
書
用
紙
申
し
込
み
に
つ
い
て

・
扶
育
願
書
用
紙
は
、
す
べ
て
一
れ
つ
会
事
務
所
に
て
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

・
郵
送
希
望
の
方
は
、
「
高
校
用
扶
育
願
書
用
紙
希
望
」
或
い
は
「
大
学
用
扶
育
願

書
用
紙
希
望
」
と
明
記
し
、
切
手
を
同
封
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

同
封
切
手

高
校
用
１
部
１
２
０
円

大
学
用
１
部
１
４
０
円

〇
申
込
先

〒
６
３
２
‐
８
６
７
９

天
理
市
守
目
堂
町
２
１
３
番
地
の
４

お
や
さ
と
や
か
た
真
南
棟
３
階

一
般
財
団
法
人

天
理
教
一
れ
つ
会

扶
育
願
書
係

※
一
度
に
２
部
以
上
希
望
の
場
合
は
、
一
れ
つ
会
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
願
書
受
付

教
区
受
付
期
間

10
月
１
日
～
10
月
31
日

▽
令
和
５
年
度
第
１
回
地
方
委
員
会

開
催
報
告

去
る
６
月
２
日
、
教
務
支
庁
に

て
令
和
５
年
度
第
一
回
地
方
委
員

会
を
開
催
。
地
方
委
員
は
16
名
が

出
席
、
７
名
が
委
任
状
を
提
出
し
、

議
決
権
行
使
の
成
立
を
確
認
。
宮

垣
一
晴
氏
（
大
津
支
部
）
が
座
長

を
つ
と
め
、
「
令
和
４
年
度
決
算

報
告
」
「
令
和
５
年
度
補
正
予
算

（
案
）
」
特
別
会
計
等
に
つ
い
て

審
議
が
進
め
ら
れ
、
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
８
月
は
教
区
役
員
会
に
替
え
て
支
部
長
連
絡
会
を
行
い
ま
す

８
月
２
日
は
、
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
の
期
間
中
で
す
の
で
、
主
事
会
、
教

区
役
員
会
は
開
催
を
見
合
わ
せ
、
替
わ
り
に
支
部
長
連
絡
会
を
行
い
ま
す
。

・
日

時

８
月
２
日

午
前
10
時

於
・
教
務
支
庁

●収入の部

交付金 6,484,430円

各種喜納金 9,261,165円

雑収入 3,216,687円

繰越金 9,740,514円

●支出の部

教務諸費 3,154,005円

活動費 5,649,058円

維持管理費 2,452,401円

役職関係費 2,084,206円

●特別会計 6,500,000円

●収入合計 28,702,796円

●支出合計 19,839,670円

●差引残高 8,863,126円
（次年度繰越金）
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教
務
部

・
・
竹
下
部
長
・
・

▽
所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
（
再
掲
）

所
轄
庁
へ
の
書
類
は
本
日
（
７
月
２
日
）
提
出
期
限
で
す
。
未
提
出
の
教
会
は
、

至
急
教
務
支
庁
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
に
つ
い
て

・
「
ポ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て

「
ポ
ス
タ
ー
」
を
本
日
（
７
月
２
日
）
教
会
、
布
教
所
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

〇
大

津

６
５
０
０
部

〇
江

西

６
６
０
０
部

〇
江

南

７
４
０
０
部

〇
江
南
北

８
６
０
０
部

〇
江

東

８
１
０
０
部

〇
江
東
南

３
０
０
０
部

〇
湖

北

１
０
０
０
０
部

〇
西

湖

７
３
０
０
部

・
実
施
計
画
書
に
つ
い
て
（
再
掲
）

実
施
計
画
書
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
実
施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
直
接
提
出
（
締
切
８
月
25
日
）
し
て
く
だ
さ
い
。
支
部
内
の
取
り
ま
と
め
に

実
施
計
画
書
の
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

本
部
事
務
局
よ
り
、
４
月
29
日
国
内
実
施
分
に
つ
い
て
集
計
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
実
施
場
所
内
訳
や
作
業
内
容
内
訳
、
教
区
別

集
計
な
ど
、
多
様
な
集
計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
「
に
を
い
が
け
勉
強
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

８
月
28
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

於
・
教
務
支
庁

・
講

師

本
部
布
教
部
社
会
福
祉
課
長

村
田
幸
喜
先
生
（
満
州
眞
勇
分
教
会
長
）

※
10
ペ
ー
ジ
の
案
内
及
び
別
途
配
布
の
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
『
続

お
や
さ
ま
の
灯
り
』

文
：
白
熊
繁
一
、
絵
：
西
薗
和
泉

６
月
26
日
発
売

定
価

３
３
０
円
（
税
込
）

☆
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
エ
ッ
セ
ー
『
人
と
関
わ
る
知
恵
』

金
山
元
春
著

８
月
１
日
発
売

定
価

１
，
１
０
０
円
（
税
込
）
（
読
書
会
定
期
配
本
）

▽
「
全
国
社
友
大
会
」
開
催
案
内

・
日

時

９
月
25
日

14
時

於
・
天
理
市
民
会
館

・
対

象

代
表
社
友
、
支
部
社
友
、
直
属
社
友
（
参
加
案
内
は
が
き
配
布
予
定
）

・
記
念
講
演

国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長

井
上
章
一
氏

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
０
３
号
発
行

「
お
願
い
づ
と
め
」
の
５
０
３
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
日
（
７
月
２
日
）

配
布
い
た
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
「
現
地
研
修
会
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

本
年
は
、
奈
良
坂
周
辺
の
被
差
別
部
落
の
実
態
を
学
び
、
周
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
し
、
午
後
は
櫟
本
分
署
、
針
ケ
別
所
を
見
学
し
ま
す
。

・
開
催
日

７
月
６
日
（
木
）

詳
細
は
、
先
月
配
布
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
委
員
会

・
・
青
木
委
員
長
・
・

▽
「
こ
ど
も
横
丁
」
設
営
準
備
（
７
月
）
ひ
の
き
し
ん
出
仕
の
お
願
い

・
７
月

13
・
14
・
15
・
17
・
18
・
19
・
20
・
23
・
24
日

９
日
間

午
前
９
時
こ
ど
も
横
丁
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
支
部
よ
り
、
延
べ
３
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
月
、
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の
５
日
間
も
出
仕
要
請
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
要
請
人
数
も
６
名
か
ら
３
名
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

中
止
と
な
っ
た
期
間
に
出
仕
予
定
の
方
に
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
見
直
し

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

変
更
の
連
絡
は
、
教
区
青
年
（
鈴
木
喜
郎

090-7346

-1970

）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
搬
入

・
日

時

７
月
25
日
（
火
）

午
前
９
時

現
地
集
合

先
月
、
搬
入
日
は
24
日
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
25
日
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

▽
「
決
起
の
集
い
」
と
「
感
謝
の
に
つ
ど
い
」
つ
い
て

●
決
起
の
集
い

・
日

時

７
月
26
日
（
水
）
夕
づ
と
め
前
（
30
分
前
集
合
）
於
・
東
礼
拝
場

●
感
謝
の
集
い

・
日

時

８
月
６
日
（
日
）
夕
づ
と
め
前
（
30
分
前
集
合
）
於
・
東
礼
拝
場

集計報告
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▽
「
こ
ど
も
横
丁
」
本
期
間
（
７
月
）
ひ
の
き
し
ん
出
仕
の
お
願
い

・
７
月

27
・
28
・
29
日

８
月
４
・
５
・
６
日

６
日
間

午
前
８
時
半
こ
ど
も
横
丁
の
朝
礼
に
集
合
（
宿
舎
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
の
上
）

※
各
支
部
よ
り
、
各
日
２
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
中
学
生
の
参
加

も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
（
中
学
生
は
大
人
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
支
部
に
て
と
り
ま
と
め
の
上
、
出
仕
表
（
別
紙
）
を
教
務
支
庁
ま
で
ご
提
出
下
さ

い
。
（
締
切
７
月
15
日
）
尚
、
食
事
の
変
更
は
、
出
仕
日
の
４
日
前
ま
で
に
教
区

青
年
（
鈴
木
喜
郎

090-7346-1970

）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
撤
収

・
日

時

８
月
７
日
（
月
）

午
前
８
時

現
地
集
合
（
前
日
宿
泊
可
）

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
６
月
献
血
実
績
（
５
／
21
～
６
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

大

津

１
名

江

西

７
名

★
合

計

江
南
北

１
名

江

東

２
名

成

分

13
名

江
東
南

１
名

湖

北

１
名

４
０
０
㎖

２
名

☆
血
液
セ
ン
タ
ー

江

西

１
名

☆
献
血
バ
ス

湖

北

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
「
立
教
１
８
６
年

滋
賀
教
区
婦
人
会

成
人
の
つ
ど
い
」
報
告
と
お
願
い

既
報
の
通
り
、
現
在
「
滋
賀
教
区
婦
人
会

成
人
の
つ
ど
い
」
を
各
支
部
ご
と
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
（
６
～
７
ペ
ー
ジ
「
写
真
ニ
ュ
ー
ス
」
参
照
）
一
人
で
も
多
く

の
婦
人
会
員
が
参
加
で
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
女
子
青
年
例
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

７
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

於
・
教
務
支
庁

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
７
月
（
６
月
27
日
）

西

湖
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
９
月
（
期
日
未
定
）

大

津
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
原
委
員
長
・
・

▽
こ
ど
も
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん

報
告
と
お
願
い

６
月
の
こ
ど
も
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん
に
、
17
日
と
18
日
に
参
加
し
、
両
日
共
５

名
が
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
７
月
も
左
記
の
通
り
、

設
営
ひ
の
き
し
ん
に
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
日

程

７
月
14
日
（
金
）
・
15
日
（
土
）

・
時

間

９
時
ひ
の
き
し
ん
開
始

16
時
解
散

参
加
は
1
日
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
多
数
の
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
に
つ
い
て
（
再
掲
）

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
開
催
に
併
せ
、
少
年
会
滋
賀
教
区
団
は
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
及

び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
（
先
月
配
布
の
募
集
要
項
参
照
）

・
対

象

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

中
学
生
・
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
高
校
生
以
上
の
よ
う
ぼ
く
）

サ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
高
校
生
以
上
）

・
期

間

８
月
３
日
〜
６
日

・
申
込
み

７
月
20
日
ま
で
に
各
支
部
少
年
会
委
員
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
古
池
代
表
・
・

▽
第
49
回
滋
賀
教
区
道
の
教
職
員
の
集
い

総
会
の
報
告

６
月
11
日
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
第
49
回
道
の
教
職
員
の
集
い
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
総
会
の
後
は
、
深
谷
德
重
担
当
主
事
か
ら
「
成
人

に
つ
い
て
」
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

滋
賀
里
親
会

・
・
小
椋
会
長
・
・

▽
発
会
十
周
年
記
念
総
会
開
催
の
報
告

６
月
13
日
、
本
部
布
教
部
社
会
福
祉
課

村
田
幸
喜

課
長
（
満
州
眞
勇
分
教
会
長
）

を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の
列
席
を
得
て
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
滋
賀
里
親
会
発
会

十
周
年
記
念
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
数
は
、
主
賓
及
び
来
賓
が
10
名
、
会
員

15
名
、
子
ど
も
２
名
、
計
27
名
で
し
た
。
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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こども横丁設営ひのきしん 精鋭の力結集

６月出仕者数

大 津 9

江 西 22

江 南 4

江南北 22

江 東 10

江東南 11

湖 北 8

西 湖 5

合 計 91
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教祖年祭活動の旬に 各支部 続々開催

５月３１日 大津支部 教務支庁にて 59名

６月５日 江西支部 栗太分教会にて 24名
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立教186年滋賀教区婦人会 成人のつどい

５月３１日 江東支部 近愛分教会にて 28名

６月２１日 西湖支部 末廣分教会にて 26名
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６
月
13
日
、
天
理
教
滋
賀
里
親
会
（
会
長

小
椋
慶
造
）
は
、
本
部
布
教
部
社
会
福
祉
課

村
田
幸
喜
課
長
を
は
じ
め
、
天
理
教
里
親
連

盟
の
梅
原
啓
次
委
員
長
、
滋
賀
県
里
親
連
合

会
の
佐
藤
哲
也
理
事
長
な
ど
、
多
数
の
来
賓

の
列
席
を
得
て
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
発

会
十
周
年
記
念
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
10
時
に
小
椋
会
長
の
式
辞
で
始
ま
り
、

中
西
教
区
長
の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
の
祝
辞

を
受
け
、
続
い
て
社
会
福
祉
法
人
「
小
鳩
会
」

山
本
朝
美
理
事
長
に
よ
る
記
念
講
演
「
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
の
幸
せ
を
考
え
る
」
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼
食
を
兼
ね
て
懇
親

会
を
開
催
。
ジ
ャ
ス
パ
ー
瀧
口
氏
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
花
を
添
え
、
和
や
か
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

参
加
数
は
、
主
賓
及
び
来
賓
が
10
名
、
会

員
15
名
、
子
ど
も
２
名
、
計
27
名
で
し
た
。

江
東
南
支
部(

山
口
伊
久
雄
支
部
長)

で
は
、
６
月
６
日(

火)

に
、
近
江
八

幡
市
の
奥
島
分
教
会
を
会
場
に
「
第
８
回
手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
長
の
手
に
合
わ
せ
て
親
神
様
、
教
祖
、
祖
霊
様
礼

拝
、
続
い
て
開
講
挨
拶
。
そ
の
後
、
講
師
と
し
て
、
青
年
会
本
部
委
員
長
・

安
井
昌
角
先
生
（
蒲
生
大
教
会
長
）
を
お
迎
え
し
て
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
お
話
の
要
点
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
な
が
ら
話
を
進
め
ら
れ
た
の

で
、
聴
く
人
た
ち
に
は
と
て
も
分

か
り
や
す
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
講
話
の
途
中
二
人
一
組
に
な

り
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
、
３
分
間
話
を
す
る
だ
け
、
聴

く
だ
け
の
役
に
な
り
、
そ
の
後
役

を
交
代
し
て
３
分
間
話
し
ま
す
。

支
部
内
の
身
近
な
人
な
が
ら
、
聞

い
た
こ
と
の
な
い
話
も
聞
く
こ
と

が
で
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

中
に
気
持
ち
が
ほ
ぐ
さ
れ
、
い
つ

の
間
に
か
安
井
先
生
の
ペ
ー
ス
に

は
ま
っ
て
、
皆
笑
顔
に
な
っ
て
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
終
了

し
ま
し
た
。

閉
講
挨
拶
に
は
久
保
博
之
布
教

部
担
当
が
立
ち
、
そ
の
後
、
支
部

長
の
手
に
合
わ
せ
て
礼
拝
を
し
て

集
い
は
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
は
一
階
の
大
広
間
に
移
動

し
、
先
生
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
29
名
で
し
た
。

江東南支部 第８回 手配りひのきしん者の集い

天理教滋賀里親 発会十周年記念総会を開催

「小鳩会」山本理事⻑の記念講演
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Ｊ
Ｒ
比
良
駅
よ
り
東
へ
徒
歩
数
分
の
琵

琶
湖
畔
に
比
良
ノ
郷
分
教
会
が
あ
る
。

比
良
ノ
郷
の
道
は
、
明
治
24
年
、
藤
田

岸
造
（
後
の
初
代
会
長
）
の
入
信
に
始
ま

る
。
岸
造
の
祖
母
す
え
は
、
膝
の
痛
み
か

ら
近
所
の
講
社
へ
足
を
運
び
、
そ
こ
で
頂

い
た
御
神
水
を
膝
に
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
鮮

や
か
に
ご
守
護
を
頂
い
た
。
そ
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
い
た
岸
造
は
、
若
く
し
て

両
親
を
亡
く
し
、
自
身
も
肺
や
胃
の
病
を

患
っ
て
い
た
こ
と
で
「
一
体
ど
ん
な
神
様

な
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
南
小
松
講
社
の
中

野
甚
八
か
ら
話
を
聞
い
て
信
仰
の
道
に
誘

わ
れ
た
。

明
治
25
年
７
月
７
日
、
北
比
良
講
社
を

結
成
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
同
村
で
既
に

信
仰
し
て

い
た
伊
藤

丑
之
助
が

講
元
と
な

り
、
岸
造

は
講
脇
を

務
め
、
斯

道
会
第
四

一
一
号
の

講
名
を
受

け
た
。
講

社
の
信
者

た
ち
は
熱

心
に
信
仰
し
、
そ
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ

た
が
、
明
治
26
年
秋
頃
、
理
の
親
で
あ
る

下
竜
華
講
社
の
澤
田
弥
蔵
の
出
直
し
に
よ

り
、
北
比
良
講
社
は
講
元
と
講
脇
が
分
か

れ
る
こ
と
と
な
り
、
岸
造
は
南
小
松
講
社

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

講
元
で
あ
っ
た
丑
之
助
は
退
講
し
た
。
そ

こ
で
明
治
41
年
、
岸
造
を
講
元
と
し
て
第

四
一
一
号
が
再
興
さ
れ
、

北
比
良
講
社
は
大
き
く

伸
び
広
が
っ
た
。
大
正

８
年
、
岸
造
は
大
原
支

教
会
よ
り
命
を
受
け
、

住
込
み
役
員
と
し
て
務

め
た
。

教
祖
四
十
年
祭
を
迎

え
た
大
正
10
年
、
「
教

勢
倍
加
」
の
旬
の
声
に

応
え
よ
う
と
、
教
会
設

立
を
目
標
に
定
め
た
岸

造
は
、
北
比
良
講
社
の

信
者
を
集
め
協
議
を
進
め
る
中
、
大
正
15

年
11
月
28
日
、
一
軒
の
信
者
宅
を
教
会
と

し
て
比
良
ノ
郷
宣
教
所
の
設
置
を
見
た
。

岸
造
は
、
自
身
が
出
直
す
ま
で
の
20
年
間
、

自
宅
か
ら
こ
の
教
会
へ
通
い
、
に
を
い
が

け
・
お
た
す
け
に
奔
走
し
た
。

昭
和
21
年
11
月
26
日
、
岸
造
の
出
直
し

に
伴
い
、
三
男
種
三
郎
が
二
代
会
長
を
拝

命
す
る
。
種
三
郎
は
、
教
校
別
科
卒
業
後
、

講
社
結
成
や
宣
教
所
設
立
に
向
け
て
陰
で

父
岸
造
を
支
え
て
い
た
。
昭
和
31
年
頃
、

大
原
支
教
会
よ
り
教
会
移
転
の
話
が
持
ち

上
が
り
、
信
者
一
同
と
協
議
の
末
、
昭
和

32
年
12
月
10
日
現
在
地
に
移
転
。
昭
和
44

年
３
月
26
日
に
は
、
神
殿
及
び
附
属
建
物

増
築
の
お
許
し
を
戴
い
た
。
種
三
郎
は
二

度
に
亘
っ
て
普
請
を
行
な
っ

た
が
、
そ
の
費
用
を
工
面

す
る
の
に
大
変
苦
心
し
た
。

そ
の
後
、
種
三
郎
の
五

女
治
恵
の
婿
養
子
と
な
っ

た
幸
夫
が
、
昭
和
52
年
12

月
26
日
三
代
会
長
を
拝
命

す
る
。
幸
夫
は
、
幼
少
の

頃
肺
病
を
患
い
、
命
の
無

い
と
こ
ろ
を
た
す
け
ら
れ

て
、
生
涯
神
様
の
御
用
を

つ
と
め
る
と
決
心
し
て
い

た
。
幸
夫
は
、
初
代
岸
造

の
み
ち
す
が
ら
に
習
い
、
上
級
教
会
へ
の

伏
せ
込
み
は
も
ち
ろ
ん
、
農
山
村
や
漁
村

へ
と
布
教
に
歩
き
、
ま
た
、
大
原
分
教
会

の
移
転
普
請
で
は
実
行
委
員
を
務
め
た
。

平
成
11
年
２
月
26
日
、
幸
夫
の
次
男
治

彦
が
四
代
会
長
を
拝
命
す
る
。
治
彦
は
、

長
年
上
級
教
会
の
青
年
と
し
て
伏
せ
込
み
、

昭
和
60
年
に
寿
子
と
結
婚
。
５
人
の
子
宝

に
恵
ま
れ
る
。

令
和
３
年
２
月
、
治
彦
は
胃
の
調
子
が

悪
く
な
っ
て
、
病
院
で
検
査
し
た
と
ろ
胃

ガ
ン
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
場
で
手
術
の
日

が
決
ま
る
ほ
ど
悪
化
し
て
い
た
。
そ
こ
で

手
術
ま
で
の
間
、
上
級
教
会
で
は
懸
命
に

お
願
い
づ
と
め
が
勤
め
ら
れ
、
青
年
と
し

て
伏
せ
込
ん
で
い
た
治
夫
婦
も
、
何
と
か

ご
守
護
い
た
だ
き
た
い
と
、
妻
の
里
帰
り

費
用
を
全
額
お
供
え
し
た
。
す
る
と
、
不

思
議
な
こ
と
に
、
手
術
の
前
日
の
検
査
で
、

ガ
ン
が
消
え
る
と
い
う
ご
守
護
を
頂
い
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
治
夫
婦
も
青
年
つ

と
め
を
終
え
、
自
教
会
で
教
会
生
活
を
送

り
つ
つ
、
地
域
へ
陽
気
ぐ
ら
し
の
姿
を
映

す
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

治
彦
会
長
は
、
「
ま
ず
は
、
教
祖
百
四

十
年
祭
に
向
け
て
、
親
の
声
・
旬
の
声
を

頼
り
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、

年
祭
の
年
に
迎
え
る
比
良
ノ
郷
分
教
会
創

立
百
周
年
記
念
祭
に
は
、
よ
り
一
層
内
容

の
充
実
し
た
教
会
を
目
指
し
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№104

比
良
ノ
郷
分
教
会
（
大
原
・
西
湖
支
部
）

ひ

ら

の

ご
う

会
長

藤
田

治
彦

住
所

大
津
市
北
比
良
二
一
三
番
地

藤田治彦会長夫妻

●

比良ノ郷分教会
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７月 行事予定

／２ 滋賀教区の集い（東礼拝場および東講堂）

主事会、役員会、婦人会例会（旧別席場）

／12 女子青年例会 10:00

／24 こども横丁設営ひのきしん最終日

／25 ＫＯＧ第二回係主任連絡会（本部詰所）

ＫＯＧ宿舎備品搬入（９母屋）

／26 ＫＯＧ決起のつどい（東礼拝場）19:00

／27 こどもおぢばがえり開幕（８月６日まで）

こども横丁滋賀教区担当（29日まで）

／31 広報委員会 15:00

◇ 閉庁日 ２日 14日 23日 25日 26日

◇ 閉庁時間 午後５時 （４月～９月）

（ 連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

６月 教区日誌

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
第一回地方委員会 11:30
ようぼく一斉活動日 第二回教区会議 13:00

／６ こどもおぢばがえり委員会 10:00
輝くようぼく取材 15:00

／８ ＫＯＧ準備宿舎（旧かがみ寮）備品搬入
女子青年例会 10:00

／11 道の教職員の集い総会 13:30
／12 滋賀里親会役員会 13:30
／13 こども横丁設営ひのきしん開始

滋賀里親会発会10周年記念総会 10:00
／25 ＫＯＧ第一回係主任連絡会（本部詰所）

ようぼく一斉活動日説明会（38母屋）12:00
教区長会議（38母屋）16:00

／27 庁舎清掃ひのきしん 西湖支部
／28 少年会例会 10:00 布教部例会 14:00
／29 広報委員会 14:00

設営ひのきしん
設営はあと９日間の予定です。各支部より

延べ３名以上の出仕をお願いいたします。

各日とも午前９時、こども横丁の現場へご集

合ください。連日出仕の方は、宿舎に宿泊い

ただけます。

※当初の出仕要請日にあった５日～９日の５

日間は中止となりました。出仕を予定くださっ

ていた方には申し訳ありません。

連絡先：教区青年（鈴木喜郎 090-7346-1970）

本期間ひのきしん
本期間の中で、滋賀教区が担当するのは、2

7～29日、８月４～６日の前後３日、計６日間

です。各支部より各日２名以上の出仕をお願

いいたします。支部にてとりまとめの上、出

仕表（別紙）に記載し、７月15日までに教務

支庁にご提出ください。

午前８時半の朝礼に間に合うように、宿舎

でＴシャツに着替えてご集合ください。ご協

力をお願い申し上げます。

７月
こども横丁 設営ひのきしん（９日間）

宿舎
設営

本部
月次祭

13
木

14
金

15
土

17
月

18
火

19
水

20
木

23
日

24
月

25
火

26
水

本
期
間

こどもおぢばがえり 開幕（１１日間）
宿舎
撤収

27
木

28
金

29
土

30
日

31
月

１
火

２
水

３
木

４
金

５
土

６
日

７
月

滋賀教区担当期間 京都教区担当期間 滋賀教区担当期間

道の子に楽しい夏を！ いよいよＫＯＧ本番

にをいがけ勉強会 ８月２８日（月）
講 師 ： 村田幸喜先生（本部布教部社会福祉課長・満州眞勇分教会長）
会 場 ： 教務支庁
時 間 ： 受付９時半から 開会１０時 閉会１５時
内 容 ： 午前 講話 午後 にをいがけ実動とねりあい
参加お供え ５００円（昼食代含む）
申込み ： 別途配布の案内チラシをご覧ください。（８月２０日締切り） 案内チラシ


